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主
た
る
登
場
人
物
は
次
の
と
お
り
だ
が
、
は
っ

き
り
主
人
公
と
い
え
る
人
物
は
い
な
い
。

●
賀
承
邦(

が
し
ょ
う
ほ
う)

三
十
歳
ぐ
ら
い
に
見
え

る
が
四
十
歳
近
い
。
日
本

留
学
の
経
験
が
あ
り
、
日

本
語
が
話
せ
る
。
優
雅
で

哀
愁
を
帯
び
た
長
身
白
皙

は
く
せ
き

の
美
丈
夫
。
父
は
戦
前
、

外
交
官
だ
っ
た
が
、
汪
精

衛
政
権
に
協
力
し
た
こ
と

も
あ
り
戦
後
は
獄
中
の
人

と
な
っ
た
。
母
は
す
で
に

亡
く
、
父
が
釈
放
さ
れ
た

後
、
賀
父
子
は
香
港
で
商

売
を
は
じ
め
た
。
し
か
し
、

武
家
の
商
法
で
う
ま
く
い

か
ず
苦
闘
中
に
父
は
病
死
し
た
。
賀
承
邦
は
五
年

前
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
大
財
閥
、
源
益
隆
に
入
社
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
民
族
主
義
的
華
僑
排
斥
政
策

を
と
っ
た
こ
と
に
関
連
し
、
源
益
隆
は
、
資
本
逃

避
、
具
体
的
に
は
日
本
企
業
と
の
提
携
の
可
能
性

を
探
る
べ
く
、
賀
承
邦
を
日
本
に
派
遣
し
た
。
賀

は
自
己
裁
量
で
、
億
の
金
を
動
か
せ
る
立
場
に
あ
っ

た
。
来
日
、
「
康
安
薬
房
」
に
止
宿

●
共
田
宏

五
十
五
歳
、
へ
し
ゃ
げ
た
顔
を
し
た

ひ
ろ
し

陰
気
な
男
。
も
と
の
名
を
黄
宏(

こ
う
こ
う)

と
い

う
中
国
人
。
二
十
年
以
上
も
前
に
帰
化
し
て
共
田

宏
に
。
南
京
町
で
三
十
年
近
く
漢
薬
商
、
「
康
安

薬
房
」
を
営
む
。
妻
は
日
本
人
・
は
る
。
源
益
隆

の
当
主
劉
英
宗
は
従
兄

い

と

こ

●
共
田
晴
恵

二
十
二
歳
。
二
年
前
に
短
大
を
出

て
、
灘
の
ミ
ツ
バ
化
学
工
業
の
経
理
部
に
勤
め
る
。

賀
承
邦
に
惹
か
れ
る
。
彼
の
出
現
が
晴
恵

に
血
の
半
分
を
呼
び
覚
ま
す
こ
と
に

●
溝
口
昇

四
十
七
歳
。
ミ
ツ
バ
化
学
工

業
経
理
部
長
。
バ
ー
「
ぶ
ら
っ
く
・
き
ゃ
っ

と
」
の
マ
マ
・
根
津
常
子
と
は
深
い
関
係

●
吉
野
初
子

二
十
二
歳
。
ミ
ツ
バ
化
学

工
業
経
理
部
勤
務
。
共
田
晴
恵
の
学
校
時

代
か
ら
の
親
友

●
吉
満
徳
治
郎

ミ
ツ
バ
化
学
工
業
経
理

部
勤
務
。
三
十
過
ぎ
。
会
社
の
金
を
度
々

着
服
。
そ
の
金
は
、
バ
ー
「
ゆ
り
」
の
ホ

ス
テ
ス
芳
子
と
の
遊
興
に
消
え
る

●
根
津
常
子

元
町
通
り
の
バ
ー
「
ぶ
ら
っ

く
・
き
ゃ
っ
と
」
の
マ
マ

●
胸
毛
の
男

根
津
常
子
の
新
し
い
男
？

●
竹
森
警
部

兵
庫
県
警
の
警
部

作
中
時
間
■
同
著
は
書
き
下
ろ
し
な
の
で
、発
刊

の
年
、一
九
六
四
年
か
、そ
の
少
し
前
が
作
中
時
間
か
。

作
中
、ハ
ン
タ
ー
邸
の
王
子
動
物
園
へ
の
移
築
の
記
述

が
あ
る
。移
築
の
年
は
一
九
六
三
年
な
の
で
、そ
れ
と

も
合
致
。

『
ま
だ
終
ら
な
い
』

人
物
紹
介
ほ
か

【
ハ
ン
タ
ー
ズ
・
ギ
ャ
ッ
プ
】

ハ
ン
タ
ー
ズ･

ギ
ャ
ッ
プ
を
少
し

入
っ
た
と
こ
ろ
で
起
き
た
事
件
が
ス

ト
ー
リ
ー
に
大
き
く
絡
み
ま
す
。

ハ
ン
タ
ー
ズ･

ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う

の
は
、
再
度
山
へ
の
登
山
道
の
一
つ

ふ
た
た
び
さ
ん

で
、
戦
前
、
神
戸
在
住
の
「
青
い
目

の
外
人
た
ち
」(

徳
間
文
庫
版p

.
5
3
)

が
利
用
し
た
道
で
す
。
登
り
口
が
ハ

ン
タ
ー
邸
脇
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
う

呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

「
一
般
の
人
た
ち
は
、
た
い
て
い

武
徳
殿
の
横
か
ら
登
る
の
で
、
こ
こ

は
外
人
専
用
路
の
観
を
呈
し
て
い
た
」

(
p
.
5
3
)

。
で
も
、
戦
後
は
見
捨
て
ら

れ
た
道
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

陳
舜
臣
さ
ん
ご
自
身
、
再
度
山
登

山
は
、
ル
ー
ト
は
違
っ
て
も
、
欠
か

さ
ず
、
毎
日
登
っ
た
時
期
も
あ
り
、

特
に
、
華
僑
の
人
た
ち
に
は
、
戦
前

戦
後
を
通
じ
て
日
課
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
を
重
要
な
舞
台
に

設
定
し
た
の
で
す
。

竹
森
警
部
の
依
頼
で
、
ハ
ン
タ
ー

ズ･

ギ
ャ
ッ
プ
に
入
り
、
遺
体
を
捜

す
共
田
晴
恵
が
、
谷
の
脇
道
で
、
そ

の
下
に
賀
承
邦
の
死
体
を
連
想
さ
せ

る
ボ
ン
ハ
ズ
の
花
を
見
つ
け
る
シ
ー

ン
は
印
象
的
で
す
。(p

.1
41
-1
43
)

角川小説新書版表紙

マレーシア

インドネシア

『
ま
だ
終
ら
な
い
』
補
足
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徳間文庫版『まだ終らない』関口苑生氏の「解説」 より抜粋転載
(

小
見
出
し
、及
び
傍
線
は
編
集
委
員)

本
書
『
ま
だ
終
ら
な
い
』
は
、
陳
舜
臣
の

第
九
長
篇
と
な
る
作
品
で
あ
る
。

昭
和
三
十
六
年
、
『
枯
草
の
根
』
で
第
七

回
江
戸
川
乱
歩
賞
を
受
賞
し
、
鮮
烈
な
る
デ

ビ
ュ
ー
を
は
た
し
て
か
ら
三
年
後
、
作
家
と

し
て
の
地
歩
も
よ
う
や
く
確
立
し
て
き
た
頃

だ
。
ち
な
み
に
、
こ
の
間
に
彼
が
書
い
た
著

作
の
題
名
だ
け
で
も
あ
げ
て
お
く
と
、
『
三

色
の
家
』
『
弓
の
部
屋
』
『
方
壺
園
』
（
短

篇
集
）
『
割
れ
る
』
『
怒
り
の
菩
薩
』
『
天

の
上
の
天
』
『
月
を
乗
せ
た
海
』
『
黒
い
ヒ

マ
ラ
ヤ
』
『
ま
だ
終
ら
な
い
』
『
白
い
泥
』
ー

デ
ビ
ュ
ー
三
年
に
し
て
長
篇
が
十
冊
、
短
篇

集
一
冊
と
当
時
と
し
て
は
か
な
り
い
い
ペ
ー

ス
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
そ
れ
だ
け
読

者
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
出
版
社
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
い
た
と
か
ん
が
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
作
者
の
ほ
う
も
そ
れ
に
よ
く
応
え
て

矢
継
ぎ
早
に
ー
し
か
も
質
の
高
い
も
の
を
次
々

と
生
み
出
し
て
い
た
。

当
時
の
資
料
（
『
宝
石
』
昭
和
三
十
八
年

九
月
号
掲
載
の
「
あ
る
作
家
の
周
囲
」
陳
舜

臣
篇
）
を
見
る
と
、
小
説
を
書
い
た
動
機
が

「
誇
大
妄
想
気
味
で
、
司
馬
遷
に
な
ろ
う
と

し
た
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
さ
す
が
に

「
史
記
」
を
書
く
の
は
無
理
な
の
で
、
「
西

遊
記
」
や
「
水
滸
伝
」
を
書
こ
う
と
思
っ
た

と
い
う
。
こ
の
両
者
も
立
派
に
そ
の
世
界
を

創
造
し
て
い
る
。
お
の
れ
の
世
界
を
作
る
の

は
、
男
子
一
生
の
事
業
た
り
う
る
と
思
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
陳
舜
臣

は
最
初
か
ら
壮
大
な
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
を
志
し
て
い
た
よ
う
だ
。

事
実
、
彼
は
そ
の
後
も
着
実
に
お
の
れ
の

世
界
を
、
そ
し
て
自
分
自
身
を
鍛
え
上
げ
る

道
を
歩
み
始
め
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
驚

く
べ
き
こ
と
に
こ
の
当
時
か
ら
彼
は
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
あ
る
、
中
国
近
代
史
の
第
一
弾

『
阿
片
戦
争
』
の
資
料
を
こ
つ
こ
つ
と
集
め

出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ミ
ス
テ
リ
の
世
界

か
ら
出
発
し
な
が
ら
も
、
彼
の
目
は
こ
の
頃

か
ら
も
っ
と
広
い
視
野
で
「
文
学
」
と
い
う

も
の
を
眺
め
て
い
た
の
だ
。

ま
た
こ
の
時
期
ー
昭
和
三
十
年
代
半
ば
か

ら
後
半
は
、
空
前
の
推
理
小
説
ブ
ー
ム
で
あ
っ

た
。
火
付
け
役
と
な
っ
た
の
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
松
本
清
張
で
あ
ろ
う
。
彼
の
登
場

で
、
そ
れ
ま
で
の
“
探
偵
”
小
説
が
ガ
ラ
リ

と
一
変
し
た
の
で
あ
る
。
単
な
る
謎
解
き
だ

け
で
は
な
く
、
事
件
の
背
景
や
動
機
な
ど
、

人
間
と
現
実
社
会
を
盛
り
込
ん
だ
い
わ
ゆ
る

社
会
派
、
さ
ら
に
は
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
、
ス

パ
イ
小
説
な
ど
ミ
ス
テ
リ
の
枠
が
急
激
に
拡

散
し
て
い
っ
た
の
だ
。

ま
た
、
三
十
三
年
に
多
岐
川
恭
が
直
木
賞

を
受
賞
し
て
、
三
十
四
年
の
戸
板
康
二
、
三

十
五
年
の
黒
岩
重
吾
、
三
十
六
年
の
水
上
勉

と
推
理
小
説
畑
の
作
家
が
次
々
と
受
賞
し
た
。

そ
ん
な
時
期
に
陳
舜
臣
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た

の
だ
。

い
っ
て
み
れ
ば
、
時
代
の
要
請
で
あ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
多
大
な
る
可
能
性
を
秘

め
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
あ
る
推
理
小

説
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、
そ
の
機
運
に
乗
り
な

が
ら
も
、
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
、
飛
躍
を
目
指

す
作
家
の
登
場
を
、
時
代
は
待
ち
焦
が
れ
て

い
た
の
だ
。
そ
う
考
え
る
と
、
彼
は
時
代
に

選
ば
れ
た
作
家
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
陳
舜
臣
氏
は
）
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
し
ば
ら

く
は
密
室
ト
リ
ッ
ク
や
ア
リ
バ
イ
崩
し
に
こ

だ
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
見
え
た
が
、
そ
れ

も
実
は
機
械
的
な
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
く
、
い

く
つ
か
の
組
み
合
わ
せ
あ
る
い
は
生
物
的
な

暖
か
み
の
あ
る
ト
リ
ッ
ク
な
の
で
あ
る
。

本
書
に
お
い
て
も
、
ト
リ
ッ
ク
ら
し
い
ト

リ
ッ
ク
は
一
切
登
場
し
な
い
。
が
し
か
し
、

そ
の
埋
め
合
わ
せ
を
人
間
の
行
動
の
不
可
思

議
さ
、
お
も
し
ろ
さ
と
い
っ
た
も
の
を
書
く

こ
と
で
、
よ
り
ミ
ス
テ
リ
ら
し
い
作
品
に
仕

上
げ
て
い
る
。

一
九
八
八
年
九
月

最
初
か
ら
壮
大
な
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

を
志
し
て
い
た
陳
舜
臣

ミ
ス
テ
リ
の
世
界
、そ
し
て
そ
の
先
、中
国
近

代
史
第
一
弾
『
阿
片
戦
争
』

時
代
の
要
請
、

時
代
に
選
ば
れ
た
作
家
陳
舜
臣

徳間文庫版表紙

題
名
に
近
い
表
現
の
あ
る
箇
所

を
三
箇
所
拾
い
出
し
ま
し
た
。
名

前
は
伏
せ
ま
し
た
。
傍
線
は
編
集

委
員
の
加
筆
。

い
ま
、
晴
恵
の
か
か
わ
り
あ
っ

て
い
る
犯
罪
は
、
△
△
△
△
△
の

自
殺
で
終
り
を
告
げ
た
わ
け
で
は

な
い
。
彼
女
は
カ
ン
で
は
な
く
、

事
実
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
知
っ
て

い
た
。(p.

16
1)

一
匹
の
男
と
し
て
、
力
ず
く
で
、

ほ
し
い
も
の
を
か
ち
と
ろ
う
と
苦

労
し
た
の
だ
。
ど
う
や
ら
、
そ
う

し
た
辛
苦
も
、
こ
れ
で
終
わ
り
を

告
げ
た
よ
う
で
あ
る
。

(

ず
い
ぶ
ん
苦
労
し
た
も
の
だ…

)

彼
は
し
み
じ
み
と
、
そ
う
思
っ
た
。

そ
し
て
低
い
声
で
、
自
分
に
む
か
っ

て
納
得
さ
せ
る
よ
う
に
、
「
さ
て
、

や
っ
と
、
こ
れ
で
終
っ
た…

」

と
言
っ
た
。(

p.
17
1)

○
○
は
、
こ
と
が
終
っ
た
と
は
、

け
っ
し
て
か
ん
が
え
な
か
っ
た
。

彼
女
の
裸
体
を
見
下
ろ
し
て
い
る

□
□
□
が
、
ま
だ
い
る
で
は
な
い

か
。

(

こ
の
男
は
、
も
う
す
べ
て
終
っ

た
、
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う)

(p
.2
07
-08

)

『
ま
だ
終
ら
な
い
』
題
名
を

考
え
る

(

頁
は
徳
間
文
庫
版)
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『白い泥』 登場人物ほか

主
た
る
登
場
人
物
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
は
っ
き

り
と
主
人
公
と
い
え
る
人
物
は
い
な
い
。
強
い
て
い
え

ば
、
前
作
『
ま
だ
終
ら
な
い
』
と
比
べ
、
竹
森
警
部
の

存
在
感
が
際
立
ち
ま
す
。

●
浦
賀
辰
造

長
野
県
Ｋ
町
の
「
浦
賀
寒
天
」
の
主
人
、

七
十
歳
近
い
。
知
識
欲
旺
盛
。
「
寒
天
の
鬼
」
の
異
名

を
と
る
。
神
戸
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
商
会
を
通
し
て
輸
出

■
ジ
ャ
ク
ソ
ン
商
会

ロ
ン
ド
ン
に
本
店
が
あ
る
英
人

商
社
。
主
力
は
繊
維
と
雑
貨
。
東
京
と
神
戸
に
支
店
を

置
く
。
神
戸
支
店
で
は
寒
天
も
扱
う

●
ヘ
ン
リ
ー･

ジ
ャ
ク
ソ
ン

ジ
ャ
ク
ソ
ン
商
会
神
戸

支
店
支
配
人
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
本
家
の
次
男
、
二
十
代
。

前
任
の
ト
ー
マ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
に
代
っ
て
着
任
。
服
務

規
律
に
う
る
さ
く
、
特
に
金
銭
的
不
正
を
見
逃
さ
な
い

●
三
倉
弥
一(

み
つ
く
ら
や
い
ち)

ジ
ャ
ク
ソ
ン
商
会

副
支
配
人
格
。
勤
続
三
十
年
。
い
つ
も
に
こ
に
こ
し
て

い
る
の
で
“
満
月
”
と
か
“
仏
の
弥
市
”
と
あ
だ
名
さ

れ
て
い
る
。
山
本
通
の
ア
パ
ー
ト
で
、
不
治
の
病
の
妻

と
二
人
暮
ら
し
。
一
人
娘
を
小
学
生
の
と
き
に
亡
く
し

た
こ
と
も
あ
り
、
深
尾
昭
子
を
わ
が
子
の
よ
う
に
可
愛

が
っ
て
い
る

●
長
井
宗
一

ジ
ャ
ク
ソ
ン
商
会
神
戸
支
店
、
入
社
十

一
ヵ
月
。
三
十
二
歳
。
長
身
で
、
“
ノ
ッ
ポ
”
、
“
電

信
柱
”
、
“
テ
レ
ビ
塔
”
な
ど
と
あ
だ
名
さ
れ
て
い
る
。

“
テ
レ
ビ
塔
”
は
ゴ
シ
ッ
プ
好
み
に
も
通
じ
る
が
、
詮

索
好
き
で
、
「
観
察
の
鬼
」
で
も
あ
る
。
竹
森
警
部
に

情
報
提
供
す
る
こ
と
も
度
々

●
湯
浅
秀
明

ジ
ャ
ク
ソ
ン
商
会
神
戸
支
店
営
業
担
当
、

四
十
三
歳
。
阪
南
商
事
の
常
岡
新
一
と
癒
着
。
目
に
余

る
リ
ベ
ー
ト
取
り
で
、
新
支
配
人
の
ヘ
ン
リ
ー･

ジ
ャ

ク
ソ
ン
旋
風
に
怯
え
る
。
妻
と
ニ
男
二
女
の
六
人
家
族

●
深
尾
昭
子

ジ
ャ
ク
ソ
ン
商
会
タ
イ
ピ
ス
ト
、
二
十

二
歳
。
高
卒
三
年
目
。
飴
色
の
細
い
縁
の
眼
鏡
が
よ
く

似
合
う
清
純
派
タ
イ
プ
。
常
岡
の
誘
い
、
攻
撃
に
陥
落
。

誇
り
高
い
乙
女
が
愛
の
し
も
べ
に
。
早
く
に
両
親
を
亡

く
し
、
孤
児
生
活
を
経
験
。
芯
ま
で
清
純
で
は
生
き
て

来
れ
な
か
っ
た

●
常
岡
新
一

阪
南
商
事
で
雑
貨
担
当
、
二
十
九
歳
。

小
さ
く
て
す
ば
し
こ
く
“
ね
ず
み
”
と
あ
だ
名
さ
れ
て

い
る
。
仕
事
に
か
け
て
は
敏
腕
だ
が
、
女
に
手
が
早
い
。

「
ジ
ャ
ク
ソ
ン
商
会
の
担
当
社
員
の
弱
点
を
握
っ
て
い

る
か
ら
、
あ
そ
こ
の
注
文
は
ぜ
っ
た
い
イ
タ
ダ
キ
」
と

豪
語
。
弱
点
を
握
ら
れ
て
い
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
商
会
の
社

員
と
は
湯
浅
秀
明
の
よ
う

■
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
「
裕
利
公
司
」

ジ
ャ
ク
ソ
ン
商
会

神
戸
支
店
か
ら
着
い
た
麻
袋
の
荷
に
死
体
が

●
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
リ
ー

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
「
裕
利
公
司
」

の
若
い
主
人

●
康
老
人

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
「
裕
利
公
司
」
の
番
頭
。

謹
厳･

誠
実
な
人
物

●
竹
森
警
部

兵
庫
県
警
本
部
捜
査
一
課
の
警
部
。
陳

さ
ん
は
竹
森
警
部
を
「
多
く
の
事
件
を
解
決
し
、
な
か

に
は
伝
説
的
な
物
語
に
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

新
入
り
の
部
下
な
ど
は
、
と
か
く
彼
を
神
格
化
し
て
み

る
傾
向
が
あ
っ
た
」
と
記
述
、
前
作
よ
り
格
上
げ
し
て

い
る
。
は
っ
き
り
主
人
公
と
言
え
る
人
物
が
い
な
い
本

作
品
に
あ
っ
て
、
大
き
な
役
割
を
演
じ
る

主
な
登
場
人
物

＆

陳
舜
臣
さ
ん
は
、
ジ
ャ
ク

ソ
ン
商
会
を
、
文
中
、
次
の

よ
う
に
描
写
し
て
い
ま
す
。

画
像
は
、
今
に
残
る
15
番
館

で
す
が
、
雰
囲
気
は
感
じ
ら

れ
る
の
で
は
。

ジ
ャ
ク
ソ
ン
商
会
は
、

元
居
留
地
の
一
等
地
に
小

さ
い
な
が
ら
も
二
階
建
て

と
い
う
、
い
ま
に
す
れ
ば
ぜ
い
た
く
な
建
物
で
あ
る
。

以
前
、
近
辺
に
は
お
な
じ
よ
う
な
商
館
の
建
物
が
な
ら

ん
で
い
た
が
、
い
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
高
層
ビ
ル
の
街
と

化
し
、
む
か
し
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
、
ジ
ャ

ク
ソ
ン
商
会
だ
け
と
な
っ
た
。
頑
固
な
面
魂
で
、
谷
間

に
ふ
ん
ぞ
り
か
え
っ
て
い
る
と
い
っ
た
恰
好
で
あ
る
。

(

徳
間
文
庫
版p.

92
)

「
立
花
丸
」
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
「
裕
利
公
司
」
に

着
い
た
荷
か
ら
死
体
が
見
つ
か
る
。
こ
の
場
面
で
あ
る
。

昭
和
初
年
、
上
海
か
ら
神
戸
港
に
は
い
っ
た
日
本
船

『
上
海
丸
』
の
船
艙
に
、
持
主
不
明
の
ト
ラ
ン
ク
が
あ

り
、
な
か
か
ら
女
の
死
体
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

被
害
者
は
半
裸
体
の
う
え
に
縄
で
縛
っ
て
あ
っ
た
。

「
ト
ラ
ン
ク
か
ら
半
裸
の
美
女
の
死
体
あ
ら
わ
る
」
と
、

当
時
の
新
聞
紙
を
賑
わ
せ
た
も
の
だ
。(p

.5
8)

こ
の
ネ
タ
は
、
の
ち
、
『
神
戸
異
人
館
事
件
帖
』

「
消
え
て
消
さ
れ
て
」
で
使
わ
れ
る
。

ジ
ャ
ク
ソ
ン
商
会
の
建
物(

イ
メ
ー
ジ)

ガッケン・ブックス版表紙

ネ
タ
の
使
い
回
し
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無断転載、ご容赦。私（橘）はネットに出ている

感想、レビューを読むのが好きです。誰に気兼ねも

ないので、思うままにおっしゃっている。好意的な

のあり、辛辣なのあり。

下記の評、三毛太郎さんの、「読者まで寒天に閉

じ込められたような気分」とか、「何故か癖になる

感じ」というのは、なんとも「言い得て妙！」

Eiichi Hara
寒天作りに精を出す頑固オヤジが登場し、やけに
詳しく寒天の取り引き事情が説明されるので「はて、
これは推理小説じゃなかったかしらん」と訝ってい

いぶか

たらちゃんと殺人が起きてひと安心（笑）。登場人

物に魅力がないのが玉に瑕だけど、最後にタイトル
の意味がキチンと明かされるオチもついて、なかな
か面白かったです。

三毛太郎

ひたすら地味かつ陰鬱にじわじわと話が進
むので、被害者と一緒に読者まで寒天に閉じ込めら
れたような気分さえ醸し出す。奇手も意外性もそう
あるわけじゃないんだけど何故か癖になる感じ。

naka9999

近くの図書館で唯一開架にあった陳舜臣さんの本。
解説にもあったが、陳舜臣さんに推理作家というイ
メージはなかった。 最近の推理小説と傾向が違う
のだろうか。 私としては歴史小説と同じような調
子でおもしろかった。

二
、
三
年
前
、
大
衆
文
学
か
ら
現

在
の
い
わ
ゆ
る
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン

ト
小
説
の
リ
バ
イ
バ
ル
企
画
を
進
め

て
い
た
あ
る
編
集
者
が
、
ど
ん
な
作

品
が
復
刊
を
望
ま
れ
て
い
る
か
、
会

う
人
ご
と
に
希
望
を
聞
い
て
み
た
そ

う
だ
。
そ
の
と
き
、
本
格
推
理
系
の

若
い
作
家
か
ら
、
「
陳
舜
臣
さ
ん
の

初
期
の
ミ
ス
テ
リ
ー
を
読
み
た
い
」

と
言
わ
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
驚
い
た
と

い
う
。
も
っ
と
昔
の
入
手
困
難
な
作

品
を
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
っ
て
い
た

せ
い
で
、
当
の
編
集
者
氏
に
と
っ
て

は
、
陳
舜
臣
作
品
な
ど
は
つ
い
こ
の

あ
い
だ
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
と
い
う

印
象
だ
っ
た
か
ら
だ
。

だ
が
、
考
え
て
み
れ
ば
、
陳
氏
の

推
理
小
説
が
せ
っ
せ
と
文
庫
化
さ
れ

て
い
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
で
、

い
ま
三
十
歳
前
後
の
人
た
ち
は
、
あ

ま
り
手
に
取
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
文
庫
売
場
の
陳

舜
臣
コ
ー
ナ
ー
は
、
よ
り
人
気
の
高

い
氏
の
中
国
歴
史
小
説
や
エ
ッ
セ
イ

で
占
め
ら
れ
、
許
容
量
の
限
界
か
ら

推
理
作
品
の
ほ
う
は
間
引
か
れ
る
結

果
と
な
っ
た
。
八
〇
年
代
以
降
、
氏

の
新
作
と
し
て
は
現
代
ミ
ス
テ
リ
が

激
減
し
、
推
理
作
家
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
希
薄
に
な
っ
て
い
た
せ
い
も
あ

る
だ
ろ
う
（
こ
の
九
九
年
五
月
か
ら

集
英
社
よ
り
「
陳
舜
臣
中
国
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
全
三
十
巻
が
刊
行
さ
れ
る

が
、
八
六
年
か
ら
の
講
談
社
版
陳
舜

臣
全
集
全
二
十
七
巻
で
も
ミ
ス
テ
リ

は
冷
遇
さ
れ
気
味
で
あ
っ
た
）
。

『
枯
草
の
根
』
と
『
炎
に
絵
を
』
と

が
、
た
び
た
び
装
を
変
え
て
繰
返
し

再
刊
さ
れ
て
い
る
按
配
で
、
そ
れ
以

外
に
新
刊
で
す
ぐ
買
え
そ
う
な
の
は
、

日
本
推
理
作
家
協
会
賞
受
賞
作
全
集

（
双
葉
文
庫
）
の
『
玉
嶺
よ
ふ
た
た

び
』
（
六
九
年
）
と
『
孔
雀
の
道
』

（
同
）
、
集
英
社
か
ら
再
文
庫
化
さ

れ
た
『
北
京
悠
々
館
』
（
七
一
年
）
、

中
公
文
庫
の
『
崑
崙
の
河
』
（
七
一

年
）
と
陶
展
文
も
の
の
短
篇
を
含
む

『
神
獣
の
爪
』
（
九
二
年
）
、
そ
し

て
近
作
で
あ
る
『
夢
ざ
め
の
坂
』

（
九
一
年
）
が
講
談
社
文
庫
に
収
め

ら
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。

五
十
冊
に
及
ぶ
陳
ミ
ス
テ
リ
の
う
ち
、

十
冊
に
も
満
た
な
い
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
本
書
『
白
い
泥
』
の
文

庫
化
は
久
々
に
渇
を
癒
す
も
の
と
言
っ

て
い
い
。
ほ
ぼ
全
部
が
一
度
は
文
庫

化
さ
れ
て
い
る
の
に
、
不
思
議
に
こ

の
一
冊
は
取
り
残
さ
れ
て
き
た
も
の

で
、
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
ま
さ
に
幻

の
作
品
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

『
ま
だ
終
ら
な
い
』
初
刊
本
の
角

川
小
説
新
書
版
カ
バ
ー
袖
の
「
著
者

の
こ
と
ば
」
に
よ
れ
ば
、
「
生
来
の

む
ら
気
で
、
小
説
を
書
く
こ
と
が
、

そ
の
と
き
ど
き
に
よ
っ
て
、
苦
痛
と

感
じ
ら
れ
た
り
、
た
の
し
く
思
え
た

り
す
る
。
ど
う
や
ら
、
こ
れ
に
は
周

期
が
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
作
品
は
た

ま
た
ま
、
小
説
を
書
く
の
が
た
の
し

く
て
た
ま
ら
な
い
、
と
い
う
時
期
に

書
か
れ
た
」
と
い
う
が
、
そ
の
三
ヶ

月
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
白
い
泥
』
も

同
様
の
気
分
で
執
筆
さ
れ
た
に
違
い

な
い
。一

九
九
九
年
四
月

『白い泥』 新保博久氏「解説」 及び ネットで拾った感想

新
保
博
久
氏
「
解
説
」
、抜
粋
転
載

小
見
出
し
、傍
線
は
編
集
委
員

昨
今
、陳
舜
臣
氏
は
推
理
作
家
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
希
薄

初
期
の
ミ
ス
テ
リ
は
冷
遇
さ
れ
気

味

『
ま
だ
終
ら
な
い
』
『
白
い
泥
』
は

楽
し
く
書
い
た
作
品

五
十
冊
に
及
ぶ
陳
ミ
ス
テ
リ
の

う
ち
、
手
に
入
り
や
す
い
の
は
十

冊
に
も
満
た
な
い

ネットで拾った感想

徳間文庫版表紙


